
建設工事出来形検査実施要領
１ 目的

この要領は、建設工事検査規程（昭和 46 年４月１日内訓第２号。以下「検査規
程」という。）第２条第３号に規定する出来形検査の手続きを定めることにより、建

設工事出来形検査の適切な執行に資することを目的とする。

２ 検査依頼

監督員等（検査規程第５条に定める「監督員等」をいう。以下同じ。）は、鳥取

県建設工事検査規程等の運用について（平成１４年４月２４日付行第６号鳥取県行政

監察監通知）第１の八の第３項の規定に基づき、受検カードその他会計管理者が必要

と認める書類を提出するものとする。

なお、出来形調書についても、別添様式１のとおり提出するものとする。

３ 実地検査

検査員（検査規程第５条に定める「検査員」をいう。以下同じ。）は、工事目的

物の出来形部分について、その出来形、規格及び品質等が設計図書及び出来形調書に

合致しているか検査を実施する。

４ 出来形調書への指摘等

(１) 検査員は、提出された出来形調書の内容に意見がある場合には、監督員等に出

来形検査確認書を交付し、その検討を求めることとする。

なお、出来形検査確認書の様式は、別添様式２のとおりとする。

(２) 監督員等の検討

監督員等は、（１）により出来形検査確認書が交付された場合には、その内容

を検討し、検討結果を踏まえた出来形調書を添付して検査員に回答するものとする。

５ 合格部分の決定

検査員は、３による実地検査の結果又は４の（２）の規定による監督員の報告（４

の（１）の規定により出来形検査確認書を交付した場合に限る）に基づき検査に合格

した部分を決定するものとする。なお、検査員は、支払い額の確認は行わない。

６ 検査結果の復命

検査員は、検査規程第１２条の規定に基づき、出来形検査復命書（検査規程別記

様式第４号）により会計管理者等（検査規程第９条の２第２項に定める「会計管理者

等」をいう。以下同じ。）へ報告するものとする。

７ 検査結果の通知

会計管理者等は建設工事検査規程第１５条の規定に基づき、建設事業出来形検査

調書（検査規程別記様式第７号）及び出来形検定書（検査規程別記様式第５号）を当

該工事に係る契約事務を担当する本庁の課又は地方機関の長へ通知することとする。

８ 附則

この要領は、平成２０年４月１日から適用する。

附則（平成２６年３月２０日付第 20130019702号）
この改正は、平成２６年４月１日に施行し、同日以降に行う工事検査から適用す

る。



様式 １

出 来 形 調 書

施 行 主 体 所 管 機 関
名 名

施行年度 年 工事番号 No. 施 行 方 請 負
度 法

工 事 名 名 称

場 所

受 注 者 住 所
名 称 代 表 者

工 期 着 工 年 月 日 請負代金 円
額

仕 訳

費 目 工 種 種 別 細 別 単位 数 量 摘 要



様式 ２

出 来 形 検 査 確 認 書

年 月 日 検 査 員

工 事 名

工 事 場 所

施行主体名 監 督 員

受 注 者

確 認 事 項


